
令和 4 年度 卒業生（既卒生）アンケート結果 
 
調査対象： 
 薬学部 3 期生（平成 26（2014）年度卒業生）46 名 
 薬学部 8 期生（令和元（2019）年度卒業生）38 名 
 看護学部 2 期生（令和 3（2021）年度卒業生）73 名 
調査期間：2023 年 3 月 1 日～3 月 31 日 
調査方法：ハガキにて案内を郵送し、Google フォームによる Web 回答 
回答数：18 名（11.5％） 
 
 
Q.1 性別 

 
Q.2 卒業年度 

 



Q.3 勤務先の主たる業種 

 
 
Q.4 勤務先の雇用形態 

 
 
Q.5 現在の勤務先について 

 



Q.6 在学中に身に付けることができたこと 

 
Q.7 上記を身に付ける上で、役に立ったこと 

 
Q.8 在学中に身に付けたことが卒業後に役立っているか 

 



Q.9 実社会において必要と思うこと 

 
Q.10 教育内容（カリキュラム・授業内容） 

 
 
Q.11 学生生活に対する支援 

 



Q.12 部活動・サークル活動に対する支援 

 
 
Q.13 就職支援・キャリア形成支援 

 
 
Q.14 資格取得支援 

 



Q.15 図書館 

 
 
Q.16 その他の施設・設備 

 
 
Q.17 カリキュラム、支援等について「不満」の理由 
 ・看護学部に近いところにも学食が欲しかった（看護学部） 
 ・教室が寒かった（薬学部） 
 ・教育内容について：教えなければならない内容に囚われすぎているのか、当時面白い

と思える授業がほとんど無かった 
施設設備について：図書館や等の実習室を使える日や時間を増やして欲しい。夜遅く

まで勉強したりと、使いたいときに使えない。教授に研究室を貸して頂いていたが、

申し訳なく思う。 
資格支援について：資格が取れなくて挫折していく先輩、後輩が多く愕然とした。資

格に必要な単位や試験などを管理、補助するシステムがあっても良いのではないかと

思う。（薬学部） 



Q.18 本学のイメージ 

 
 
Q.19 本学に望むこと 

 
 
Q.20 家族や親戚、周囲の人に本学への進学を勧めたいか 

 



Q.21 卒業学部学科の満足度 

 


